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ー 知識科学教育研究センター業務の報告
一 一一

日知識科学教育研究セン書ーの技術職員の業務
下記の量覇ごとにサービス向よへの取り組みについて組合

1知識創造支援システムの管理・維持
2研究科講義室と特別室の管理・維持

知蹴科学教育研曳センター
2田9年7月3目辻誠樹

醐↑一

1知識創造支援システム(1/2)

1-1概要

知隊創造支援システムとは、知鵬科学研東科で'.宵f寄班活刷に必要なものをまと
めて調達噂λするもので、各カテゴリーにおいてさまざまな積置が噂λされており‘
その管理は知強制学像育研現センターで行っている.

知・創造愛媛システム‘裏

一P
己
で

い山

一h
a
J-
r
m
一一一一一三
-

g
vR…
t
mt…日
m-
u
h

併凶
器
“一Z
Z

2

w
u
若

宮

技術珊員1ft日常的に管理しているもの
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1.知識創造支援システム(2/2)

1-2. 20四年庫中のサービス向上への取り組み
・ 回年4月 M.伽b金掌ザーピス開鎗

情報栴皐センターと畑悌斜... 宵研兎セシ~.ーでそれぞれ管理していたライセンスを畿合し、
知・輯早象育研現世シ，マサピスを聞倫.

0・"，月情報知蘭制学研斑桝向けのタミナルザ-"σ"関、M凶・bをインストルし刺用
環境を・えた.

・ 08年7月 ..LANにてゲスト開 SSIDQJサービスをテスト簡に闘鎗.

本学で.学併の方も・却するようなイベント..闘えば研究会な~.が開催される止を1=・加者。
方'"館組'"'"を欄聞で者るよラにする@が目闘である.

セキュリティヘE曙」ゲλト向けt1JSSIDには‘事用"IPアト・レスセグ必冷を周.し;た.

2.研究科講義室と特別室(1/5)

2-1概要

知聞医科学研寛科叩蘭輯宣と特別宣そしてパソコンルーム牢どの曹理は、知

陣科学教育研究センターで行っている.

爾橿室(中陣.室、 K1阻、回K4)
コラポレーションルーム{コラポk弘3)
デシ白出トム(1.2)
電算室
電気工作車
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2.研究科講義室と特別室(2/5)

2-2.2回8年度中由サービス向上へ白取り組み

(1)構瞳室K1阻、問K4とコラポレシヨンルム1..2..3 
四年2月プロジzタタ (42田 m.WXG叫更翫

09年3月ブロタヱクター(田OOlm.WXGA):夏衝

コラポ唱については..・LAN対応のものを噂入.

コラポ3

2.研究科講義室と特別室(3/5)

銅.t!;，，-ーまわ"の*ツト勺ータ_..・
-繭::::::---/ --

::~-~“一一 e
| 咽 ー

マー

ト--._-"噌ミ三ープ

2-2.2凹8年度中田サービス向上へ白取り組み
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(2)電車室

-曲年7月ネヲトワーク構成をII更し
ルータによるフィルターの霞定を可飽
!こした.
以前l志、民肢などでパソコン〈開港
学肉@ネットワ タから切り隠したいと
きには、隼生に PC本体から LANケ
フルを複いてもらっていたが、その手
聞を解泊するために、ルータ土でコイル
ターを設定することによって.同1台ご
とにネットワークへのアクセス制眼前で
きるようネヲトワータの織成を夜更した.
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2.研究科講義室と特別室(4/5)

2-2.2008年度中由サービス向上への取り組み

."年..パソ::::J:'-OJ宣街
・伺年'.パソコン管理νフトウェア@吏書房
パソコンを・理するソヲトウ.7を.... した.
以前の管理:ゾフトウエ?でも，0，コシにインストールする。Sやアプリケ」ショシの
.竃をするには開・出なかったが.新しいνフトウエアに"'.
目'J司E トから管理対・のパソヨン伊C)の冒酉@宅ニタや操作がマきる信情や
管理対象陀@ログを収訓障する.値など
優れた底があヲたので.簿入するζkになった.
り宅ートからPCCD.作析できる・・IIlt.以下@ように便利である.
目..中に先生は学生さんの実習の謹櫛嚇況の祖包訴できる
管理者は.PCO>量定変更@作a臨時聞の短・ができる
電算書

院 l

2.研究科講義室と特別室(5/5)

2-2.2凹8年度中田サービス向上へ白取り組み
・曲年3月プロジェタターの配織を直E
プロジェタターが噌霞され.1提示議置が4敏之なった@で、映・スイツ子守ーを'.)..L..
プロジェタター..，そして.プラズマディスプレイにはそれぞれ別々 d)iIj;を寝示できる
ようにした. 町…-…・…

且
「

……一司



88

平成21年7月3日発表

業務報告

相互コミュミニケ
ーションタイプ

(同期型)

学習支援タイプ

(非同期型)

技術サービス部

遠隔教育研究センター担当

技術職員但馬陽一

様々な教育の方法

-テレビ会議システム

-PCを利用したコミュニティ
-Space Col laboration System 
(衛星通信大学閣ネットワーク※H20年度廃止)

-web Based Training 

-Video On Demand 

-DVD. V i deo. CDなどのメディア媒体のもの

現在、情報科学研究科の全講義を収録.Web配信している

“情報アーカイブ"と言っているシステムまで、に至る歴史と苦労点

を業務報告としてまとめた。
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情報アーカイブに至るまで

平成帽年度 '4式由収録セット{ピデオカメラ、ワイヤレスマイク、自動コ
ンテンツ作成用PC)Iこて眼られた蘭瞳をマンパワーで血量

手
作
聾
'L曲mingManagement Syst・m(LMS)由羽入と:TA雇用
によりビデオカメラ由みの醜憧に簡略するζとで情報白金

揖瞳を収録
て

自
動
化

-自動収録E慣システムを本格噂入
ビデオカメラ叩映憧1=加え、講師由PC画面も収録

平臨時 V .HD画質眠録システムを導入

情報アーカイブに至るまでの
各収録方法における業務と苦労点(1/2)

平成[時年産 4式の収録セッKピデオカメラ、 -先生，、の協力の... いと供皇内容の離明
ヲイヤレAマイ夕、自動ヨンテ 協力い'it'll量揖.1:::こ菅着ける宮守世田tぃ，、"'
Yツ作成:IIIPC)I:::て眠られた 。必要に応じTAn雇用手離宮個人情報の問圃

解轟金守ンιパヲーで.""・h -収録.舗の限量k・4・M各暢脇戸マ前3

a暑の慣""之友が多かった
.. メラ操作スキル聞置

手 ... 係属しが」コンテンツ切手直し(Jl:~回以均

作 趨'*な剛聞を要し企

聾 M町蝿体昭輔 ;き 州テイ恥押印刷離が

。先生植田置の手直し 轟り返し完膚すーまでに時聞が掛骨唱

町用.隊一にE・由よ簡4eEり略駆ピeすaデa山るEオ血sこEwカどメE明・ラA育の山織之みTののA金険雇

-収鋼噸材の管理 鈴""岡町鍾

""'"の撮修手順規均聞と争勝碕ロマ前にチ"7ク毎週のロマ乙立会円い

.. 康面テープを回収しエシ恒-"伸君臨調即時刊闘の分だけ時聞が掛かる

-四四四に9:'-:ク耐手作襲

011情システム温品凶管理初潮トラプル多書

機構字 B嘗~.マす
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情報アーカイブに至るまでの
各収録方法における業務と苦労点(2/2)

「一ー一
-自動収録配信システムを本 。科目・講師なEのLMS登録
格毒事.}..ピデオカメヴの映像に

。録画予約
加え、S尊師の.pc画面も収録

休講なEの事前連絡がないと離もいない動画を撮影
することに

。各講義コマの音声・映像チェック

自 マイク等の電源の入れ忘れ問題
動 。エンコードマシンのチェック PCが固まる現象が発生
i~ 

。配信システムとLMS管理

HD画質収録Jステムを導 。録画タイマー管理

。.LM自の日ンク貼り付け作業手作業

。収録システムの管理 設定の維持管理

平成21年度
務赤字lま苦労点守す

ま とめ

手探りでコンテンツ作成をしていた初期に比ベ、現在は撮影の
自動化により掛かる労力・時聞が滅り、早急なるコンテンツの提供
が可能となった。

HD画質の機材を導入したことにより鮮明な動画の提供も可能
となったが、学習効果の向上に繋がっているかは未調査である。

現在、旭台キャンパスでは対面講義が多い情報科学研究科を
中心に講轟収録を展開しているが、ナノマテリアル研究科・知識
科学研究科を含む全講義の収録を目標にしている。実験やディ
ス力ッションといった講義形態のものを如何に撮影するか課題が
残る。




